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は じ め に                   

近年、農産物の生産性向上を目的として、多種多様

な農薬が使用されていることから、一般消費者の食  

品中残留農薬には大きな関心が寄せられている。 
一方、食品衛生法に定められている残留農薬基準も

順次拡大され、平成 18 年 5 月には「食品中に残留する

農薬等のポジティブリスト制」の施行が予定されている。

これによって現在まで使用基準が設定されていない農

薬等についても一部の農薬を除いて基準値が設定さ

れる予定である 1)。 
しかし、これらの農薬を個別に分析することは不  

可能なため、残留農薬の一斉分析法が汎用されている

が、一度に分析できる農薬の数にも限度があり、また 

複雑で時間がかかり、農薬の種類によって分析機器 

も異なってくるので ,多くの検体を短期間で分析す   

るのは困難である。また検体に含まれる酵素や夾雑 

物の影響により分析が困難になることもある。 
そこで今回、葉菜類や小さい果実及びそれに類す 

るものについては、外葉や外皮に農薬の多くが残留  

していると考えられることから、それらの部位を採   

取し簡易かつ迅速に残留農薬を分析する方法につい

て検討したので報告する。 
 

調 査 方 法  

１．調査対象農薬 

 今回のスクリーニング法で用いた ENVI-carb 及び

Sep-pak plus Florisil による精製法において、７０～   

１２０％と良好な回収率が認められる次の１２５農薬につ

いて分析を行った。 

 

（１）有機リン系（３８種類） 

ｼﾞｸﾛﾙﾎﾞｽ、ｼﾞﾒﾄｴｰﾄ､ﾀﾞｲｱｼﾞﾉﾝ、IBP、ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽﾒﾁﾙ、 

 

 

ﾌｪﾆﾄﾛﾁｵﾝ、ｸﾛﾙﾋﾟﾘﾎｽ、ﾌｪﾝﾄｴｰﾄ、ﾒﾁﾀﾞﾁｵﾝ、ﾌﾟﾛﾁｵﾎ 

ｽ、ｲｿｷｻﾁｵﾝ、ｴﾁｵﾝ、EPN、ﾎｻﾛﾝ、ﾒﾀｸﾘﾎｽ、ｴﾄﾌﾟﾛﾎｽ、

ｻﾘﾁｵﾝ、ﾃﾙﾌﾞﾎｽ、ｴﾄﾘﾑﾎｽ、ﾎﾙﾓﾁｵﾝ、ﾋﾟﾘﾐﾎｽﾒﾁﾙ、ﾏﾗ

ﾁｵﾝ、ｼﾞﾒﾁﾙﾋﾞﾝﾎｽ、ｷﾅﾙﾎｽ、ﾌﾟﾛﾊﾟﾎｽ、ﾃﾄﾗｸﾛﾛﾋﾞﾝﾎｽ、

ﾌﾞﾀﾐﾎｽ、ﾌﾟﾛﾌｪﾉﾎｽ、ﾄﾘｿﾞﾎｽ、ｴﾃﾞｨﾌｨﾝﾎｽ、ﾋﾟﾘﾀﾞﾌｪﾝﾁｵ

ﾝ、ﾅﾚｯﾄﾞ、ｼｱﾉﾎｽ、ｼﾞｸﾛﾌｪﾝﾁｵﾝ、ｸﾛﾙﾌｪﾝﾋﾞﾝﾎｽ、ﾌｪﾝ

ｽﾙﾎﾁｵﾝ、ｱｾﾌｪｰﾄ、ｼｱﾉﾌｪﾝﾎｽ 

 

（２）有機窒素系（４３種類） 

 ｲｿﾌﾟﾛｶﾙﾌﾞ、ﾌｪﾉﾌﾞｶﾙﾌﾞ、ｸﾛﾛﾌﾟﾛﾌｧﾑ、ﾋﾟﾛｷﾉﾝ、ｴｽﾌﾟ

ﾛｶﾙﾌﾞ、ﾍﾟﾝﾃﾞｨﾒﾀﾘﾝ、ﾌﾟﾚﾁﾗｸﾛｰﾙ、ﾌｪﾝﾌﾟﾛﾊﾟﾄﾘﾝ、ﾚﾅｼ

ﾙ、ﾋﾟﾘﾀﾞﾍﾞﾝ、ﾋﾞﾝｸﾛｿﾞﾘﾝ、ｼﾞｴﾄﾌｪﾝｶﾙﾌﾞ、ﾄﾘｱｼﾞﾒﾎﾝ、ﾄﾘ

ｱｼﾞﾒﾉｰﾙ、ﾌﾙﾄﾗﾆﾙ、ﾐｸﾛﾌﾞﾀﾆﾙ、ﾒﾌﾟﾛﾆﾙ、ﾒﾌｪﾅｾｯﾄ、

ﾋﾞﾃﾙﾀﾉｰﾙ、ﾍﾞﾝﾀﾞｲｵｶﾙﾌﾞ、ﾒﾁｵｶﾙﾌﾞ、ﾌﾟﾛﾋﾟｺﾅｿﾞｰﾙ、 

ｷｼﾘｶﾙﾌﾞ、ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ、ｼﾏｼﾞﾝ、ｱﾗｸﾛｰﾙ、ﾊﾟｸﾛﾌﾞﾄﾗｿﾞｰﾙ、

ﾌﾙｼﾗｿﾞｰﾙ、ﾃﾆﾙｸﾛｰﾙ、ﾃﾞﾌﾞﾌｪﾝﾋﾟﾗﾄﾞ、ﾌﾟﾛﾎﾟｷｻｰ、ﾌﾟﾛ

ﾒﾄﾘﾝ、ﾒﾄﾗｸﾛｰﾙ、ｼﾞﾒﾀﾒﾄﾘﾝ、ｼﾞﾒﾋﾟﾍﾟﾚｰﾄ、ﾌﾞﾌﾟﾛﾌｪｼﾞﾝ、

ｵｷｻｼﾞｷｼﾙ、ﾌｪﾅﾘﾓﾙ、ﾄﾘｸﾛﾎｽﾒﾁﾙ、ﾌｨﾌﾟﾛﾆﾙ、ｱｼﾞﾝﾎ

ｽﾒﾁﾙ、ﾌﾙｼﾞｵｷｿﾆﾙ、ｸﾚｿｷｼﾑﾒﾁﾙ、 

 

(３)有機塩素系（４４種類） 

 ｼﾞｸﾛﾗﾝ、ﾌﾞﾛﾓﾌﾞﾁﾄﾞ、ｸﾛﾙﾒﾄｷｼﾆﾙ、ﾄﾘﾌﾙﾗﾘﾝ、ｽｴｯ

ﾌﾟ、ﾒﾄﾘﾌﾞｼﾞﾝ、ｼﾞｸﾛﾌﾙｱﾆﾄﾞ、ｸﾛﾙﾌｪﾝｿﾝ、ﾋﾞﾌｪﾉｯｸｽ、ﾋﾟ

ﾘﾀﾞﾍﾞﾝ、ｼﾌﾙﾄﾘﾝ、ﾌﾙｼﾄﾘﾈｰﾄ、ﾌﾙﾊﾞﾘﾈｰﾄ、ﾌｪﾝﾊﾞﾚﾚｰ

ﾄ、ﾃﾌﾙﾄﾘﾝ、ﾌﾟﾛﾋﾟｻﾞﾐﾄﾞ、ｼﾞｺﾎｰﾙ、ﾋﾞﾅﾊﾟｸﾘﾙ、ｸﾛﾙﾍﾞﾝｼﾞ

ﾚｰﾄ、ｼﾊﾛﾄﾘﾝ、ﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ、ｼﾍﾟﾙﾒﾄﾘﾝ、ﾃﾞﾙﾀﾒﾄﾘﾝ、ｷﾝﾄ

ｾﾞﾝ、ｼﾞｸﾛﾍﾞﾝｿﾞﾌｪﾉﾝ、ｴﾝﾄﾞｽﾙﾌｧﾝ、ﾌﾟﾛｼﾐﾄﾞﾝ、ｷｬﾌﾟﾀ

ﾝ、ｸﾛﾛﾌﾟﾛﾋﾟﾚｰﾄ、ﾌﾞﾛﾙﾌﾟﾛﾋﾟﾚｰﾄ、ｶﾌﾟﾀﾎｰﾙ、ﾃﾄﾗｼﾞﾎ

ﾝ、ﾊﾙﾌｪﾝﾌﾟﾛｯｸｽ、HCB,ﾌﾙｵﾛｲﾐﾄﾞ、ｸﾛﾛﾀﾛﾆﾙ(TPN)、

ｸﾛﾙﾌｪﾈﾄｰﾙ、ﾎﾙﾍﾟｯﾄ、ｴﾝﾄﾞﾘﾝ、ﾋﾞﾌｪﾝﾄﾘﾝ、ｴｽﾌｪﾝﾊﾞﾚ

ﾚｰﾄ、ﾄﾗﾛﾒﾄﾘﾝ、ｸﾛﾙﾌｪﾅﾋﾟﾙ、ｲﾌﾟﾛｼﾞｵﾝ 
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表１ 使用した検体と採取部位 

２ ． 試 料  

 今回の検討に用いた農産物と、その採取部位及び検

体数について表１に示す。ナス、キュウリについては約

２０ｇになるように切り取り、それ以外の農産物について

はそれぞれの部位について約１０ｇ程度を採取した。 

 

３．分析方法 

 （１）簡易スクリーニング法 

図１に示す方法で行った。②の有機塩素系の精製 

では２つのフラクションについて溶出を行い、F1    

のフラクションで TPN 以外を、F2 のフラクション     

で TPN を測定した。図 1 に示した精製法で色素の   

除去が不十分なサンプルについては、ENVI-Carb   

(２５０mg 又は５００mg) を用いて再度クリーンアップを行

った。また、超音波による抽出後の残さについても   

アセトン 50ml を加えてホモジナイズ法により抽出し、 

脱水・濃縮後に一斉分析法と同様のクリーンアップを行

い、残さにどの程度農薬が残留しているかを調査した。

農薬の確認は GC-MS（SCAN）で行った。 

 

（２）一斉分析法 

アセフェートを除く対象農薬については図２に示  

す方法で分析を行なった。試料はミキサーで均等に 

粉砕し、その２０ｇ用いた。また、TPN、キャプタン、カプ

タホールの３農薬については、抽出液を乾固させた後、

２５％トルエン・アセトニトリル溶液に溶解し、ENVI-Carb 
/ LCNH2 (500mg)を用いて精製を行った。 

 

（３）アセフェート分析法 

ネギから簡易スクリーニング法においてアセフェー 

トが検出されたが、アセフェートは当所の一斉分析法の

対象農薬ではないので、根本らの方法２）を参考にして

図３のとおり分析を行った。また、検体処理の際に妨害  

ピークを減少させる目的で、ミキサーで粉砕する前に 

５分間の電子レンジ処理を行った。 

 

 

 

図１ 簡易スクリーニング法フロー 

検体（数） 採取部位 

キャベツ(６)、レタス(７)、白菜(５) 一番外側の葉の部分 

トマト(５)、びわ(２) 外側の皮のみ 

セロリ(３)、ブロッコリー(７) 茎を除いた部分 

イチゴ（５）、えだまめ(２)、インゲン(３)、さやえんどう(2)、アスパラガス(５) 

ナス(1)、キュウリ(２)、にんにく芽（１）、ほうれんそう(１０) 
全体        

ネギ類(６)、ニラ(2) 根を除いた部分 

 

（抽出） 

試料を採取し、ｱｾﾄﾝ:ﾍｷｻﾝ(1:1)を試料が完全に

浸るまで加える 

     ↓ 

超音波処理（１０min） 

     ↓ 

抽出液 → 残さ → 一斉分析法へ 

↓ 

分液ロートを用いて水層を捨てる 

     ↓ 

脱水・濃縮 

     ↓ 

ｱｾﾄﾝ:ﾍｷｻﾝ(1:1)で１０ml にメスアップ 

 

（精製） 

①有機リン系、有機窒素系農薬 

 

上記抽出液１ｍｌ 

      ↓ 

ENVI-Carb（250mg） 

↓ｱｾﾄﾝ:ﾍｷｻﾝ(1:1) 5ｍｌで溶出 

濃縮し、アセトンで 0.5ml にメスアップ 

      ↓ 

GC-FPD、GC-FTD 

 

②有機塩素系 

 

上記抽出液１ｍｌをﾍｷｻﾝで置換 

      ↓ 

Sep-Pak Plus Florisil 

↓F1: 60％ｴｰﾃﾙ・ﾍｷｻﾝ 15ml で溶出 

↓F2: 5％ｱｾﾄﾝ・ﾍｷｻﾝ 10ml で溶出 

濃縮し、ヘキサンで 1ｍｌにメスアップ 

      ↓ 

GC-ECD 
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図２ 一斉分析法のフロー 

 

４．分析条件 

次に示す条件で行なった。なお、注入モードは全て  

スプリットレスで行った。 

 

 

図３ アセフェートの分析法 

 

(FPD-GC) 

装置：島津 GC-17A 

カラム：DB-５（0.32mmφ×30m） 

注入口温度：250℃   

注入量：2μl 

検出器温度：300℃ 

温度：100℃(2min)→20℃/min→190℃(10min)→ 

3℃/min→220℃(0min)→20℃/min→280℃(5min) 

 

(FTD-GC) 

装置：島津 GC-17A 

カラム：DB-5MS（0.32mmφ×30m） 

注入口温度：250℃    

注入量：1μl 

検出器温度：285℃ 

温度：100℃(2min)→20℃/min→190℃(5min)→ 

5℃/min→220℃(0)→20℃/min→280℃(10min) 

 
(ECD-GC) 

装置：島津 GC－14A、GC- 2010 

カラム：DB-17（0.32mmφ×15m） 

注入口温度：200℃    

注入量：1μl 

検出器温度：300℃ 

温度：100℃(2min)→5℃/min→250℃(5min)→ 

10℃/min→280℃(10min)

 

ミキサー等で均一化した試料２０ｇ 

 ↓ 

抽出（アセトン 100ｍｌ、50ｍｌ） 

 ↓ 

遠心分離後、脱水・濃縮 

 ↓ 

飽和食塩水 100ml、20%酢酸エチル/ヘキサン溶液

100ｍｌ （2 回目は 50ｍｌ）を加えて抽出 

 ↓ 

脱水・濃縮（乾固） 

 ↓ 

アセトン:ヘキサン(1:1)溶液 5ｍｌに溶解 

 ↓ 

ENVI-Carb(250mg)に 1ｍｌを負荷 

↓ｱｾﾄﾝ:ﾍｷｻﾝ(1:1)溶液 5ｍｌで溶出 

濃縮し、1ｍｌにメスアップ 

 ↓ 

そのうちの 0.5ｍｌ  → 残りの 0.5ｍｌ 

                  ↓ 

GC-FPD、GC-FTD で測定

 

乾固させてヘキサン１ｍｌに溶解 

 ↓ 

Sep-Pak Plus Florisil に負荷 

↓ｱｾﾄﾝ､ﾍｷｻﾝ､ｴｰﾃﾙ各 5ｍｌでｺﾝﾃﾞｨｼｮﾆﾝｸﾞ 

↓60％ｴｰﾃﾙ/ﾍｷｻﾝ溶液 15ｍｌで溶出 

濃縮（乾固） 

  ↓ 

ヘキサンで 1ｍｌにメスアップし、GC-ECD で測定 

  

（TPN・キャプタン・カプタホール） 

 

20％酢酸エチル・ヘキサン溶液抽出液 

 ↓ 

濃縮・乾固 

 ↓ 

25％ﾄﾙｴﾝ/ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙで５ｍｌにメスアップ 

 ↓ 

ENVI-Carb/LCNH2(500mg)に１ｍｌを負荷 

↓２５％ﾄﾙｴﾝ・ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ溶液２０ｍｌで溶出 

濃縮・乾固 

 ↓ 

ヘキサンで 4ｍｌにメスアップし、GC-ECD で測定 

 

試料 20ｇ（電子レンジ処理、５min） 

   ↓ 

ｱｾﾄﾆﾄﾘﾙ抽出（50ml、30ml） 

↓NaCl ７g、1mol/l リン酸 buffer 10ml 

抽出 

   ↓ 

濃縮・乾固 

   ↓ 

酢酸エチル 30ml を加え、無水硫酸ナトリウムを適

量加えて脱水 

↓ 

濃縮・乾固し、ｱｾﾄﾝ・ﾍｷｻﾝ（1:1）で 10ml にメスアッ

プ 

↓ 

ENVI-Carb(500mg)に１ｍｌを負荷 

↓ｱｾﾄﾝ:ﾍｷｻﾝ(1:1)溶液５ｍｌで溶出 

濃縮し、アセトンで１ｍｌにメスアップ 

  ↓ 

GC-FPD 
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 (GC-MS) 

装置：島津 GC-17A＋QP5050 

カラム：DB-５MS（0.25mmφ×30m） 

注入口温度：250℃   

注入量：１μl 

温度：100℃(2min)→20℃/min→190℃(10min)→ 

20℃/min→280℃(10min) 

インターフェイス温度：230℃ 

検出器電圧：1.3 k 

測定質量数：60～400 （SCAN モード） 

 

結 果 及 び 考 察  

（１）農産物中の残留農薬の検出状況 
今回の簡易スクリーニング法と一斉分析法による   

検査結果及び超音波抽出後の残さの検査結果に   

ついて表２に示す。今回の簡易スクリーニング法の  

検討で用いた 7４検体の農産物中、29 検体から残留農

薬が検出された。残留農薬が検出された農産物は、ネ

ギが６検体すべて、セロリが３検体すべて、キャベツが 6
検体中５検体と高確率で検出された。農薬別にみると

シペルメトリンが８検体から、クロロタロニルが６検体から、

プロシミドンが４検体から検出された。 
 

（２）一斉分析法との比較 
今回検討したスクリーニング法は一斉分析法と比  

べて検体処理の手間がかからず、また抽出の際にホ 

モジナイズを行なわないことで、農産物中の夾雑物の

溶出を抑えられるため、精製操作などを簡略化できると

いうメリットがある。一斉分析法との検査結果と比較した

ところ、２９検体中２３検体はスクリーニング法の方が高

い濃度を示し、逆に２９検体中６検体は一斉分析法の

ほうが高い濃度であった。一斉分析法での検出濃度よ

りもスクリーニング法による濃度が低い例については、

農薬が均等に付着していないため採取箇所によって濃

度の差がでたと考えられる。しかし、一斉分析法で検出

された農薬がスクリーニング法で検出されなかったとい

う事例はなかった。以上より、今回検討したスクリーニン

グ法は一斉分析法に比べると操作が容易で、残留農薬

の濃度も高めに検出される傾向がみられた。 
 

（３）超音波抽出後の残さからの検出状況 

 アセトン/ヘキサン（１：１）溶液による超音波抽出   

により、どの程度農薬が抽出できているかについて  

調査したところ、約半数の検体から全体濃度（超音  

波溶出液中の濃度と残さ中の濃度の和）の１％～50% 

の範囲で農薬が検出された。農薬毎にみてみると、  

プロシミドンで４例中４例、シペルメトリンで８例中    

４例と高い頻度で検出された。また、クロロタロニ    

ルは６例中１例と検出頻度は低かった。これは各農  

薬の物理・化学的性質や、植物組織の構成成分、農 

薬散布後の経過時間や保存方法など多くの要因の関

与によりアセトン/ヘキサン(1:1)の超音波抽出では完全

には溶出できてないことが考えられるが、残さの方の濃

度が高くなった例はなかった。 

 

（４）アセフェートの検出 

 簡易スクリーニング法のアセトン/ヘキサン（1：1）   

溶液による超音波抽出によりネギからアセフェート   

が検出されたが、アセフェートは水溶性が非常に高  

く、２０％酢酸エチル/ヘキサンでは抽出効率が悪いの

で当所の一斉分析法の対象農薬ではない。そこで、 

根本らの方法２）を参考にして図３のとおりアセフェート 

の分析を行ったところ、アセフェートのピークを妨害  

するピークはなく、回収率も 71％（n=3）であった。 

簡易スクリーニング法との値と比較してみると、スクリ

ーニング法ではアセフェートの濃度が 0.57ppm だった

のに対し、根本らの方法での結果は 2.1ppm であった。

これはアセフェートの水溶性が高く、ネギの根から   

吸収されて組織内に残留しているため３)、超音波によ 

る抽出では十分に抽出されなかったと考えられる。し 

かし、今回の結果により、簡易スクリーニング法は   

アセフェートのような水溶性の高い農薬にも適用できる

という可能性が示された。 

 

ま  と  め  

 今回検討した簡易スクリーニング法は当所の一斉分

析法と比較して検体処理の手間がかからず、また抽出

の際にホモジナイズを行なわないことにより農産物中の

夾雑物の溶出を抑えられるため、精製操作などを簡略

化できるなどのメリットがある。また、簡易スクリーニング

法は一斉分析法で検出された濃度よりも高い濃度で農

薬が検出される傾向を示し、アセフェートなどの水溶性

が高い農薬についても検出が可能であった。一方で採

取する部位により濃度がばらつくというデメリットもあった

が、一斉分析法で検出された農薬を本法で検出できな

かった事例はなかった。 
今後検査する農薬が増え、検体数も増えることが予

想されることから、今回検討した簡易スクリーニング法は

農産物に農薬が残留していないかどうかを素早く調べ

るのに有用な方法であると考えられる。
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表２ 農産物からの検出農薬及びその濃度（単位：ppm ） 

簡易スクリーニング法 
検体名 検出農薬 

溶出液 溶出後の残渣 
一斉分析法 備考 

レタス１ プロシミドン 0.23 0.03 (11.5%)※1 0.06 ECD/FTD
フルジオキソニル 1.2 N.D. 0.80 FTD 

さやえんどう１ 
クロロタロニル 0.18 N.D. 0.60 ECD/FTD

ナス１ クロルフェナピル 0.09 N.D. 0.04 ECD/FTD
ニラ１ クレソキシムメチル 0.83 N.D. 2.3 FTD 

セロリ１ クロロタロニル 4.3 N.D.  0.20 ECD/FTD
クロロタロニル 21.7 0.63 (1.4%) 0.13 ECD/FTD

セロリ２ 
プロシミドン 0.04 0.04 (50%) 0.01 ECD 

セロリ３ プロシミドン 0.06 0.02 (25%) 0.03 ECD 
ミクロブタニル 0.28 0.08 (22.2%) 0.19 FTD 

イチゴ１ 
イソキサチオン 0.02 0.008 (28.6%) 0.01 FPD 
シペルメトリン 0.10 N.D. 0.04 ECD 

イチゴ２ 
クレソキシムメチル 0.16 N.D. 0.06 ECD/FTD

キャベツ１ イプロジオン 0.32 0.07 (17.9%) N.D. ECD 
キャベツ２ プロチオホス 0.08 0.06 (42.9%) N.D. FPD/ECD

トルクロホスメチル 0.41 0.08 (16.3%) N.D. FTD 
フェンバレレート 9.0 0.55 (5.8%) 0.08 FTD/ECDキャベツ３ 

マラチオン 0.31 0.04 (11.4%) N.D. FPD 
キャベツ４ クロロタロニル 0.03 N.D. N.D. ECD 
キャベツ５ トルクロホスメチル 0.08 0.04 (33.3%) N.D. ECD/FTD

ネギ１ シペルメトリン 0.24 0.03 (11.1%) 0.10 ECD 
ネギ２ シペルメトリン 0.14 N.D. 0.05 ECD 

シペルメトリン 0.38 N.D. 0.43 ECD 
ネギ３ 

EPN 0.13 N.D. 0.09 FPD 
ネギ４ クロロタロニル 0.17 N.D. N.D. ECD/FTD
ネギ５ シペルメトリン 0.13 N.D. 0.11 ECD 
ネギ６ アセフェート 0.57 N.D.   2.1※2 FPD 
トマト ジコホール 0.42 N.D. 0.02 ECD 

キュウリ プロシミドン 0.10 0.04 (28.6%) 0.01 ECD 
クロルフェナピル 8.7 1.2 (12.1%) 0.20 ECD/FTD

白菜１ 
フェンバレレート 0.34 N.D. 0.09 ECD/FTD
クロロタロニル 1.7 N.D. N.D. ECD/FTD

白菜２ 
プロフェノホス 2.3 0.98 (29.9%) N.D. FPD 
シペルメトリン 0.46 0.19 (29.2%) 0.60 ECD 

ﾎｳﾚﾝｿｳ１ 
キャプタン 0.09 N.D. 0.09 ECD 

ﾎｳﾚﾝｿｳ２ シペルメトリン 0.55 0.16 (22.5%) 0.76 ECD 
ﾎｳﾚﾝｿｳ３ シペルメトリン 0.05 N.D. N.D. ECD 
ﾎｳﾚﾝｿｳ４ シペルメトリン 1.7 0.22 (11.5%) 0.62 ECD 
えだまめ１ シペルメトリン 0.17 N.D. 0.07 ECD 

※１：（）内は残留農薬の割合（％） 
※２：根本らの方法による  
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